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・	必要と思われる検査項目の□に✔を入れてください。 

・	術前検査の場合は手術前 1週間以内の検査実施をお勧めしております。 

・	検査結果が出るまでに数日を要する項目もあります。どうぞご了承ください。 

 

《血液検査》 
□	 一般血液検査（血球検査および血液化学検査） 
□	 血液凝固系検査（TPおよび TPP）；血液凝固異常の有無を調べる検査です。 
□	 膵特異的リパーゼ； 

「よく吐く」「食欲低下」「体重減少」などの症状が見られる場合には膵炎の可能性を考慮する必要があります。 

□	 N 末端プロ B 型ナトリウム利尿ペプチド(NT-proBNP)または心房性ナトリウム利尿ペプチド(ANP)； 
心筋への負荷が増加するとこれらの数値が上昇します。心不全があるかどうかを調べる検査です。 

□	 甲状腺ホルモン(T4)；中～高齢の犬、高齢の猫では甲状腺疾患の発生が増加します。 
□	 その他の血液検査（      ） 
 
《レントゲン検査》 
□	 胸部レントゲン検査 
□	 腹部レントゲン検査 
□	 頭頸部レントゲン検査；特に超小型犬（トイ犬種）の歯科処置では必須の検査です。 
□	 頚椎・胸椎・腰椎レントゲン検査； 

特に高齢のM.ダックス、シーズーなどの脊椎,椎間板疾患の好発犬種に全身麻酔をかける際には必要です。 

□	 その他のレントゲン検査（     ） 
 
《超音波検査》 
□	 心臓エコー検査 
□	 腹部エコー検査 
 
《その他の検査》 
□	 糞便検査（直接鏡検および浮遊法） 
□	 尿検査（尿スティックおよび沈渣鏡検） 
□	 尿蛋白・クレアチニン比(UPC) &/or 血中 SDMA測定； 

一般の血液検査(BUN,Cre など)よりも早期に腎機能の低下を検出することが可能な検査です。 

□	 歯周病原細菌・悪性度検査(fimA test)；犬のみ 
歯周病の主な原因菌である P.glae を検出し、その悪性度を調べます。検査陽性の場合は除菌治療と麻酔下での歯石除去（スケーリング）をお勧めします。 

□	 眼圧・眼底検査；動物の性格・性質により検査出来ない場合もあります。 
□	 体脂肪測定；1歳以上の犬のみが対象となります。 
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